
東京港臨海道路 期事業 概東京港臨海道路Ⅱ期事業の概要東京港臨海道路Ⅱ期事業の概要東京港臨海道路Ⅱ期事業の概要

２１世紀を拓く 夢の架け橋－２１世紀を拓く、夢の架け橋－世紀を拓 、夢 架 橋

■ 東京港臨海道路Ⅱ期事業は 中央防波堤外側埋立地から江東区若洲までの約 ６ の臨港道路を整備する事業です■ 東京港臨海道路Ⅱ期事業は、中央防波堤外側埋立地から江東区若洲までの約４．６ｋｍの臨港道路を整備する事業です。

このうち 約２ ６ｋｍは橋梁（東京ゲートブリッジ）となります この事業の完成により大田区城南島と江東区若洲との間約８このうち、約２．６ｋｍは橋梁（東京ゲ トブリッジ）となります。この事業の完成により大田区城南島と江東区若洲との間約８
ｋ が 本の道路でつながりますｋｍが一本の道路でつながります。

（東京ゲートブリッジイメージ）（東京ゲ トブリッジイメ ジ）

道路の緒元道路の緒元

区 間 中央防波堤外側埋立地 若洲区 間 中央防波堤外側埋立地～若洲

道 路 延 長 約4 6道 路 延 長 約4.6km

事 業 期 間 2002年度 2011年度事 業 期 間 2002年度～2011年度

事 業 費 1 125億円（2009 11現在）事 業 費 1,125億円（2009.11.現在）

計 画 交 通 量 32 100台／日（2010 11推計）計 画 交 通 量 32,100台／日（2010.11推計）

車 線 数 往復6車線（橋梁部 往復4車線）車 線 数 往復6車線（橋梁部：往復4車線）

設 計 速 度 60k ／h（橋梁部 50k ／h）設 計 速 度 60km／h（橋梁部：50km／h）

道 路 区 分 第4種1級（道路構造令）道 路 区 分 第4種1級（道路構造令）

国土交通省 関東地方整備局 東京港湾事務所国土交通省 関東地方整備局 東京港湾事務所



東京港臨海道路 期事業 整備効果東京港臨海道路Ⅱ期事業の整備効果東京港臨海道路Ⅱ期事業の整備効果東京港臨海道路Ⅱ期事業の整備効果

首都圏産業の国際競争力強化を目指して－首都圏産業の国際競争力強化を目指して－首都圏産業 国際競 強 を目指

東京港は 外貿 ナ貨物 取扱量約 本 （全国 約 （ 年）） あり 取り扱う ナ貨物は■東京港は、外貿コンテナ貨物の取扱量約３８２万ＴＥＵで日本一（全国の約２２％（2010年））であり、取り扱うコンテナ貨物は
年々増加を続けています 東京港臨海道路Ⅱ期事業が完成すれば コンテナターミナルで発生・集中する物流関連車両を年々増加を続けています。東京港臨海道路Ⅱ期事業が完成すれば、コンテナタ ミナルで発生 集中する物流関連車両を
円滑に処理することができ 湾岸道路の混雑緩和にも役立ちます円滑に処理することができ、湾岸道路の混雑緩和にも役立ちます。

東京港のコンテナターミナルでは、１日当たり約１万個東京港のコンテナタ ミナルでは、１日当たり約１万個
のコンテナが取り扱われています これらを牽引するトのコンテナが取り扱われています。これらを牽引するト
レ ラで 背後の道路が混雑していますレーラで、背後の道路が混雑しています。

東京港臨海道路を利用すると 中央防波堤外側埋立東京港臨海道路を利用すると、中央防波堤外側埋立
地と新木場間が約 割短縮 きます れにより臨海地と新木場間が約４割短縮できます。これにより臨海
部の物流が円滑となり また 湾岸道路の混雑が緩部の物流が円滑となり、また、湾岸道路の混雑が緩
和されます和されます。
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国土交通省 関東地方整備局 東京港湾事務所国土交通省 関東地方整備局 東京港湾事務所


